
2. 第９期活動について
第9期の活動テーマ及び活動方針

a. 地域グループ活動

b. 「農」の魅力発信

c. オンラインのフル活用

d. 企業PJ・教育機関

e. その他の取り組み

f. 推進会議アンケート結果
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第9期活動方針

３つの活動方針

１． 地域グループ活動の推進

２． 「農」の魅力の発信

３． オンラインのフル活用

・ グループ間のネットワークづくりの推進
・ 地域グループのニーズに即した、企業やはぐくみ校とグループのマッチング・連携促進

・ 地域で活躍する農業女子の姿を消費者に向けて発信
・ はぐくみ校のほか、農業高校等における、若者への「農」の魅力の発信

・ 事務局主催による各種勉強会の開催（経営に役立つ情報、政策動向等）
・ メンバーどうしのネットワークづくりの推進

事務局・地方農政局が連携して取組を推進
９



a. 第９期活動成果 ~地域グループ活動の推進~
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◆ 地域グループのニーズに即した、企業やはぐくみ校との連携が拡大、地域の課題を解決する商
品企画や学生と企業の連携、地域版の大農業女子会を開催

◆ 地域でのネットワークづくりを推進

◆農業女子の意見を取り入れ、動
きやすい設計や悪天候にも対応
する防水性、透湿性だけでなく、
デザイン性にもこだわった、ミズノ初
の農作業時の負担を軽減するレ
インウエアを2022年5月に発表。

◆2022年8月4日、近畿農政局兵庫
県拠点・南あわじ市の共催及び兵庫
県の協力により開催。

◆県内の女性農業者、行政等関係者
100名超が参加。

◆講演・取組発表・交流会を行うととも
に、PJ参画企業を含む９社が農業
機械、アシストスーツ、農作業ウエアの
展示等を実施。

兵庫農業女子会 ★事例発表

◆2022年6月13日、山形大学農学
部のアグリサイエンスコースの授業の
一環で、Web意見交換会を実施。

⚫ 第1部
「女性農業者等の活躍推進を考え
る」をテーマに意見交換

⚫ 第2部
(株)丸山製作所より、農業女子とのコ
ラボ製品誕生ストーリーを説明

県内の女性農業者を紹介した
HYOGO農業女子BOOK

山形大学×やまがた農業女子ネットワーク×
(株)丸山製作所 ★事例発表

東海3県の農業女子現地交流会 山形農業女子×ミズノ（株）レインウエア企画

◆東海地域のPJメンバーの活動として、開園準備中のブルー
ベリー観光農園において現地交流会を実施。

愛西市ブルーベリー園での現地
交流会の様子（2022.7）



b. 第９期活動成果 ~「農」の魅力の発信~

◆ 「農業の魅力発信コンソーシアム」へのメンバー推薦・登録

◆ 「NIPPON FOOD SHIFT FES.東京2022」（会場：六本木ヒルズ）」へ全国の女子メン
バーが出店
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ROSE LABO(株)
田中綾華

Lindo-tomaco,Farm
石毛麻理子

(株)アグリスリー
實川真由美

横田農場
横田祥

(株)Mighty Konjac
こんにゃく工房 迦しょう

遠藤春奈

ドロップファーム
三浦綾佳

MAGRI
八田京子

Neighbor’s Farm
川名桂

◆2022年10月29日・30日に六本木ヒルズで開催したマルシェ
に農業女子10名が参加。

◆ステージイベントでは、「アグリバトンプロジェクト」メンバーが絵本
の読み聞かせを行い、「農業＋食育」をPR。

農業の魅力発信コンソーシアム
食から日本を考える

「NIPPON FOOD SHIFT FES.東京2022」

みのり農園
髙橋 佳奈

▲農の魅力発信コンソ
ーシアムWebサイト

◆これまで農業とは縁がなかった方々が農業に関心を
持つきっかけをつくるために、実際に農業現場で活躍
している農業者の姿を通じて、「職業としての農業の
魅力」を発信する取組。

◆農業女子９名をロールモデル農業者として登録。



b. 第９期活動成果 ~「農」の魅力の発信~
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出前授業をする遠藤さん2022.11)

◆ 若者へ「農」の魅力を伝える農業女子メンバーによる出前授業の実施

こんにゃく工房迦しょう 遠藤春奈さん
＠蒲田女子高等学校

◆コンニャク芋からコンニャクを作る実習、フードロス削減の取組や
輸出についての講演を実施。

◆生徒が食と農の大切さを考えるきっかけ作りに。

こんにゃくづくり実習講演する西河さん(2022.10)

◆選択授業の「農と自然系列」で学ぶ2年生34名が参
加、「農業の魅力」「就農するためには」「農業の将来
性」をテーマに講演。

◆生徒からは、やっぱり農業は楽しい、栽培以外にも色々
な役割や仕事があることがわかった等の感想。

授業後に生徒が西河農園で収穫体験を実施。

農業女子のつなぎでPR

西河農園 西河沙希さん
＠大阪府立枚岡樟風高等学校



b. 第９期活動成果 ~「農」の魅力の発信~

籔内さんによるトーク
ショーの様子(2022.10)
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◆ 地域で活躍する農業女子メンバーの姿をSNS等で発信

（一社）全国農協観光
農業女子メンバーのインスタライブ開催

Becotto × モンベル 写真＆川柳展開催

ランチタイムに農園か
ら収穫の様子などをラ
イブ配信し、コメントで
のやり取りやプレゼント
企画を実施。

学生が女子メンバーを取
材し、就農したきっかけな
どを聞き取り、定期的にイ
ンスタグラムで発信。

これまでの発信

・石橋正枝さん(千葉県)

・小林由紀子さん(富山県)

・加藤マリさん(秋田県)

◆各地で活躍する女性農業者を撮影、雑誌・webなどで紹介。

◆これまで16名のメンバーを撮影、今後も継続して撮影予定。

◆9月23日～10月10日、モンベル御徒町店内サロンにて「釧路
で生きる酪農女性写真展」&「酪農&牛乳あるある川柳展」を
開催。

◆PJメンバーの籔内直美さんがトークショーで酪農について説明。

産業能率大学学生によるインスタグラム発信 写真家 山岸伸氏 「農業女子に会いたい」撮影



ｃ. 第9期活動成果 ~オンラインのフル活用~
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今期は参画企業のほか、サポーターズ企業にも協力をお願いし、
各種セミナー・座談会を開催。オンラインと対面を組み合わせた
ミーティングには、全国各地の女子メンバーが参加。

■roughly

■地域での取組

◆ オンラインを活用したセミナーや企業とのミーティングの実施

◆ 農業女子グループでの活動の推進やメンバー同士が同流できる機会を創出

オンラインを活用したセミナー・ミーティングの実施 農業女子グループやメンバー同士の交流機会

＜取組事例＞

●「フィールドウエアプロジェクト」ミーティング（モンベル）

⚫ 「Mリンシステム」でアクセルとブレーキを使いこなす（ミズホ）

⚫ オンライン座談会 刈払機、Amoniの水稲生育予測、積算
温度予測の紹介、土壌医から見た土づくりについて

（井関農機）

⚫ つ・な・ぐプロジェクト 座談会（全国農協観光協会）

⚫ オンライン座談会「植物アミノ酸、核酸について語り合う会」

⚫ 農作業管理アプリ「アグミル」座談会（リデン）

⚫ レイミーのAI病害虫雑草診断モニター企画キックオフ・ヒアリン
グ ミーティング（日本農薬）

⚫ 燃油高騰対策セミナー（施設園芸.com)
九州女性農業者意見交換会
各県の女性農業者グループの代表等が、オンラインで参加。活動の
悩みや課題、グループ設立に関する相談に対し、メンバーが回答し、
悩みや情報を共有。

意見交換の様子（九州農政局）

■Noujyo Labo
農業女子研究会 全国の女性農業者がつなが

る場所として、女子PJメン
バーが中心となり2022年6
月に設立。ポッドキャスト配信
や勉強会、会員同士の交流
会などを開催。

自分課題・地域課題・社会課題の
解決を目指した全国の農業女子のた
めのオンラインを活用したコミニュティと
学び・実践のプラットフォーム。東京・
和歌山・長野・千葉・愛知・茨城・徳
島・福島などの
メンバーが参加。
農水省農業女
子PJの公認グ
ループ。



d. 第9期活動成果 ~参画企業・はぐくみ校のPJ活動~
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◆ しばらく実施できなかったイベントや対面でのセミナーを各地で実施

2016年より「LOVEローカル活動」
として、カラフルなハイゼットの貸し出
しを実施。今期はマルシェやイベント
が再開され利用機会が増加。

ダイハツ ハイゼット

ダイハツ工業(株) 第9期の主な取組

7月22日、ロカッセ丹波（兵庫県）を会場に農業機械セミナーを
開催し、12名が参加。
女子メンバーの圃場を利用し、実際に農機を操作、オンラインとは
違った実践的な技術を習得。

■第9期の取組事例

分類 内容

商品開発 女子メンバーと企画したレインウエア

農業女子向けのシャンプー・トリートメント

農作業でも着られるTシャツ・ジョガーパンツ

サービス 農場から都会の女性向けにインスタライブ配信

PJメンバーのインタビュー記事をインスタへ投稿

ECサイトでの生産品・加工品の販売

イベントやマルシェの出店

その他 学園祭での食材提供

飲食店への生産品紹介

井関農機(株) ★事例発表

伊勢丹新宿店
サロン・ド・アグリ・ジャポン2022 みなもとファーム

あすなろ工房

ROSE LABO

「サロン・ド・アグリ・ジャポン2022」では、店舗のバイヤーと
のオンライン面談を実施、PJメンバー3名が出店。
（開催期間：2022年11月2日～8日）

三越伊勢丹HD



e. 第9期活動成果 ~そのほかの取組紹介~

今後の食・農・くらしの活性化に向けた女性農業者及び若者
のビジネスアイデアや、年齢、性別などに関わらず個性を活かし
た農業経営を行っている家族・法人を募集。

2023年2月13日から2月17日までの期間、農業女子アワー
ドとノウフクアワードの関連イベントを開催。
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⚫ ベストウーマン賞/ベストグループ賞(各1点 賞金各500,000円)
女性農業者、女性農業者グループ

⚫ ベストユース賞(1点 賞金100,000円)
小学生以上25歳未満の若者(男女不問)

⚫ ベストファミリー賞/ベストカンパニー賞(各1点 賞金各250,000円)
年齢、性別、固定的な役割分担意識などに関わらず、
各メンバーが経営ビジョンを共有し、それぞれの個性を
活かした農業経営を行っている家族、法人

【流れ】
1．一次審査(3分以内の動画を作成し、応募)

〆切：12月16日(金)17時
2．最終審査(動画放映、プレゼンテーション)

日時：令和５年２月14日(火)
場所：東京ウィメンズプラザ（東京都渋谷区）

【主催】株式会社マイファーム

【後援】農林水産省

農業女子アワード2022開催 D&Iセッション

⚫ 2月13日(月) Diversity and Inclusionをテーマにした
クロストーク

⚫ 2月14日(火) 農業女子アワード
⚫ 2月15日(水) ノウフクアワード
⚫ 期間中に関連したイベントを実施

◆ 女性農業者や若者のビジネスアイデア等を募集する「農業女子アワード2022」を開催予定

◆ 農業女子PJ×農福連携（ノウフク）がコラボしたイベント「D＆Iセッション」を初開催予定

▲農業女子アワード

2022 Webサイト




